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新しいロビー活動がこれ一冊でわかる！これからの経営者の必読書 

「ロビイングのバイブル ～Bible of LOBBYING～」 
2016 年 8 月 10 日発売 

 

総合 PR 会社の株式会社ベクトル（本社：東京都港区、代表取締役社長：西江肇司、東証一部：6058、
以下「弊社」）は、新しいロビー活動が一冊でわかる、これからの経営者の必読書「ロビイングのバイ
ブル～Bible of LOBBYING～」をプレジデント社より発売します。 

グローバル化が進むなか、あらゆる企業が国際的なルールと無関係ではいられません。どれだけ技術
力を持った会社でも、ルール次第では経営難に追い込まれることがあり、この時代において、企業自ら
がルール形成に取り組むことは、これからの企業経営に不可欠です。 

自社に有利なルール形成を実現するため、これまでの日本におけるロビー活動は、主に「水面下」で
行い、比較的狭い範囲のステークホルダーだけが参加して、ものごとが決められてきました。しかし、
政府の与野党の入れ替わりを経て、日本の意思決定のメカニズムが大きく変わり始め、さらに国民の見
えないところで政策が骨抜きにされていくことに大きな批判も巻き起こり、決定プロセスの透明化がま
すます求められています。 

 新しいロビー活動とは、「公正性・透明である。オープンな場で議論する。メディアにも公益性を主
張していくことで世論を喚起する。国益、社会への貢献を目的とし、広い合意形成を目的とする。NGO、
NPO、消費者団体、学術団体に対しても働きかける。」といった内容で、日本の政策決定が大きく変化し
ていくなか、これらの新しいロビー活動＝パブリック・アフェアーズが、これからのルール形成には不
可欠となってきました。 

今回、豊富なケーススタディとともにまとめたこの書籍は、日本経済を担うビジネスリーダーに世界
で行われているロビー活動や、彼らの技術、ルールが作られる現場について知っていただき、社会課題
の解決やよりよい社会作りの追及を通して、より積極的に自社に有利なルール作りに参画していただく、
その第一歩となる一冊になっています。 
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